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大東商工会議所ニュース令和 4 年 4 月 　第　138　号（2）

会
議
所
通
信

議事進行をする浅野会頭

議員総会での議案審議の様子

　【
２
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
】

　
　

◎
大
東
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ

　
　
　
　
　
～
積
極
果
敢
な
大
東
市
経
済
の
成
長
～

　　
◎
大
東
プ
レ
ゼ
ン
ス

　
　
　
　
　
～
大
東
市
の
存
在
を
高
め
る
～

第
２
回 
通
常
議
員
総
会
を
開
催

　

令
和
４
年
度　

事
業
計
画
・
収
支
予
算
を
承
認

　

３
月
15
日
（
火
）、
大
東
市
立
市
民
会
館
に
て
第
２
回

通
常
議
員
総
会
が
開
催
さ
れ
、
令
和
４
年
度
事
業
計
画
・

収
支
予
算
等
に
か
か
る
４
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
、
原
案

ど
お
り
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
会
議
所
組
織
体
制
も
３
年
目
に
入
っ
て
お
り
、
発
足

当
初
か
ら
の
「
日
本
で
一
番
学
ん
で
い
る
商
工
会
議
所
」

の
標
語
と
「
Ｏ
Ｎ
Ｅ 

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
大
東
」
か
ら
今
年
度
は

「
日
本
で
一
番
進
ん
で
い
る
商
工
会
議
所
」
を
目
指
し
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

【
２
０
２
２
年
度　

大
東
商
工
会
議
所

                     

事
業
計
画 

重
点
施
策
】

　
『
地
域
経
済
へ
の
活
力
を
高
め
、
存
在
感
を
高
め
る
大

　

東
市
を
目
指
し
、
大
東
商
工
会
議
所
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ

　

を
発
揮
す
る
』

　

令
和
４
年
度 

重
点
事
業

　

国
内
で
の
自
治
体
の
人
口
減
少
が
進
む
な
か
で
、
そ
の
減

少
幅
が
大
き
い
と
予
測
さ
れ
る
大
東
市
に
お
い
て
、
企
業
の

人
材
確
保
は
重
要
で
あ
り
、
そ
の
労
働
力
の
確
保
に
は
魅
力

あ
る
都
市
づ
く
り
は
欠
か
せ
な
い
要
素
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
端
を
発
し
た
急
激
な
経
営
環
境
変
化

は
海
外
か
ら
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
激
減
だ
け
で
は
な
く
海
外

か
ら
の
労
働
力
も
減
少
さ
せ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
経
済

活
動
は
人
と
人
と
の
接
点
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
で
あ
り
、
感

染
症
対
策
の
な
か
物
理
的
な
接
触
を
減
ら
し
つ
つ
の
経
済
社

会
活
動
の
維
持
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
デ
ジ

タ
ル
化
が
強
く
求
め
ら
れ
、
デ
ジ
タ
ル
化
と
リ
モ
ー
ト
対
応

の
進
展
に
伴
い
人
の
流
れ
か
ら
需
要
構
造
そ
の
も
の
ま
で
も

変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
労
働
力
の
確
保

　

大
き
な
変
革
が
求
め
ら
れ
て
い
る
な
か
、
昨
年
４
月
か

ら
大
阪
産
業
大
学
、
大
東
市
と
と
も
に
合
同
入
社
式
を
開

催
し
、
あ
わ
せ
て
職
務
経
験
の
浅
い
方
々
を
対
象
に
地
域

の
同
期
意
識
の
醸
成
か
ら
地
域
企
業
の
連
携
を
狙
い
と
し

た
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
「
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ｏ 

Ｄ
Ｏ
Ｕ
Ｋ
Ｉ 

Ｃ

Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｕ
Ｓ
」
を
企
画
致
し
ま
し
た
。
講
師
選
定
か
ら
都

度
の
講
義
内
容
ま
で
時
間
を
か
け
な
が
ら
細
か
く
内
容
を

吟
味
・
検
討
し
た
研
修
に
は
多
く
の
企
業
の
皆
様
の
高
い

評
価
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
若
年
層
だ
け
で
は
な
く
中
堅
以
上
の
従
業
員

の
方
々
に
と
っ
て
も
有
効
と
な
る
新
た
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

提
供
を
企
画
実
施
致
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
経
済
活
性
化

に
向
け
た
起
業
家
創
出
へ
の
取
り
組
み
、
個
人
事
業
主
へ

の
情
報
武
装
化
、
地
域
の
労
働
力
を
確
保
す
る
た
め
の
行

政
と
の
連
携
に
よ
る
魅
力
あ
る
街
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み

な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
新
た
な
課
題
へ
の
取
り
組
み
を
進

め
ま
す
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進

　

ま
た
、
環
境
変
化
に
対
応
す
べ
く
従
来
の
相
談
支
援
業

務
に
加
え
、
Ｉ
Ｔ
化
の
進
展
に
向
け
た
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
推
進
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に

関
し
て
は
単
な
る
取
り
組
み
の
紹
介
に
と
ど
ま
る
こ
と
な

く
企
業
に
と
っ
て
の
武
装
化
に
繋
が
る
活
動
を
推
進
致
し

ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
は
令
和
２
年
度
か
ら
の
取
り

組
み
に
一
層
の
充
実
を
図
り
、
行
政
と
の
連
携
を
今
後
模

索
し
な
が
ら
、
地
域
の
企
業
の
皆
様
に
必
要
性
・
重
要
性

の
認
識
を
ご
理
解
い
た
だ
く
よ
う
、
情
報
発
信
と
と
も
に

各
種
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
開
催
も
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
や
地
域
が
商
工
会
議
所
に
求
め
て
い
る

ニ
ー
ズ
を
し
っ
か
り
と
捉
え
、
継
続
す
る
事
業
と
整
理
統

合
す
る
事
業
を
見
極
め
な
が
ら
、
従
来
の
常
識
や
慣
習
か

ら
抜
け
出
し
、
創
造
力
と
独
自
性
の
発
揮
に
向
け
た
意
識

改
革
を
推
進
致
し
ま
す
。



大東商工会議所ニュース（3）　第　138　号 令和 4 年 4 月

会
議
所
だ
よ
り

  

大
阪
も
の
づ
く
り
優
良
企
業
賞
２
０
２
１

　

   

～
㈱
永
木
精
機
が
受
賞
～　

　

こ
の
た
び
、
当
所
会
員
の
㈱
永
木
精
機
が
「
大
阪

も
の
づ
く
り
優
良
企
業
賞
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
大
阪
府
が
府
内
の
も
の
づ
く
り
中
小

企
業
を
対
象
に
、「
技
術
、
Ｑ
Ｃ
Ｄ
、
財
務
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
」

の
４
つ
の
視
点
で
審
査
を
行
い
、
総
合
力
が
高
く
、

市
場
で
高
い
評
価
を
得
て
い
る
優
秀
な
企
業
が
表
彰

さ
れ
ま
す
。

　

受
賞
企
業
は
、大
阪
の
も
の
づ
く
り
力
を
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
す
る
冊
子
に
掲
載
さ
れ
る
な
ど
、「
も
の
づ
く

り
の
ま
ち
大
阪
」
の
看
板
企
業
と
し
て
広
く
紹
介
さ

れ
ま
す
。
ま
た
「
匠
」
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
使
用
で
き
、「
元

気
な
大
阪
の
中
小
企
業
」
と
し
て
Ｐ
Ｒ
い
た
だ
け
ま

す
。

　

今
後
ま
す
ま
す
の
ご

発
展
を
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

 

令
和
３
年
度 

新
エ
ネ
大
賞「
経
済
産
業
大
臣
賞
」

～
Ｔ
Ｊ
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
が
受
賞
～

　

Ｔ
Ｊ
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
は
、
令
和
３

年
度
「
新
エ
ネ
大
賞
」
に
お
い
て
最
高
賞
で
あ
る
「
経

済
産
業
大
臣
賞
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
エ
ネ
大
賞
は
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

係
る
商
品
及
び
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
、
普
及
啓
発
活
動
を
募
集
し
、
そ
の

う
ち
優
れ
た
も
の
を
表
彰
す
る
制
度
で

す
。

　

今
回
の
受
賞
は
、
木
質
廃
棄
物
な
ど

を
有
効
活
用
し
、
グ
ル
ー
プ
会
社
全
体

で
木
質
資
源
の
燃
料
化
、
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
、
バ
イ
オ
マ
ス
電
力
の
供
給
ま
で

を
一
貫
し
て
行
う
「
木
質
資
源
の
地
産

地
消
」
の
取
り
組
み
が
高
く
評
価
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　

今
後
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 　
令
和
４
年
３
月
15
日
（
火
）、
通
常
議
員
総
会
終
了
後
に
同
会
場
に
て
、
令
和
３
年
度 

議

員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
研
修
会
は
講
師
と
し
て
、
公
益
社
団
法
人
２
０
２
５
年

日
本
国
際
博
覧
会
協
会　

経
営
企
画
室　

審
議
役 

森 

栄
子
氏
を
お
招
き
し
、「
大
阪
・
関
西

万
博
の
開
催
に
向
け
た
準
備
状
況
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
達
成
さ
れ
た
未
来
社
会
の
実
証
」
と
い
う
大
阪
・
関
西
万
博

の
役
割
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
の
万
博
は
海
に
囲
ま
れ
た
初
め
て
の
会

場
で
あ
り
、
幅
の
広
い
多
様
な
参
加
形
態
を
用
意
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
万
博
の
認
知

度
の
向
上
に
向
け
、
日
本
全
国
で
の
機
運
醸
成
に
努
め
ら
れ
て
い
る
現
状
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

 

令
和
３
年
度
「
議
員
研
修
会
」
を
開
催
し
ま
し
た

全国レベルでの機運醸成を
図られる森　栄子氏

㈱永木精機　永木社長

  

「
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ｏ　

Ｄ
Ｏ
Ｕ
Ｋ
Ｉ　

Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｕ
Ｓ
」

 　
「
１
年
後
研
修
を
実
施
」
し
ま
し
た

　

だ
い
と
う
産
業
活
性
化
協
議
会
（
大
東
市
・
大
阪
産

業
大
学
・
大
東
商
工
会
議
所
）
に
よ
る
、
企
業
・
業
種

を
超
え
た
仲
間
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｔ
Ｏ　

Ｄ
Ｏ
Ｕ
Ｋ
Ｉ　

Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｕ
Ｓ
」
の
１

年
後
研
修
が
３
月
10
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
本
年
度
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

今
回
は
最
終
回
と
し
て
、
大
阪
産
業
大
学
の
井
上
教
授

を
講
師
に
お
迎
え
し
て
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

輝
く
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
を
目
指
す
た
め
の
キ
ャ
リ

ア
デ
ザ
イ
ン
等
を
学
び
、
最
後
は
大
リ
ー
ガ
ー
の
大
谷

翔
平
が
学
生
時
代
に
取
り
組
ん
だ
「
マ
ン
ダ
ラ
チ
ャ
ー

ト
」
を
作
成
し
す
べ
て
の
研
修
を
終
え
ま
し
た
。

　

都
合
７
回
の
研
修
を
終
え
た
参
加
者
の
お
声
と
し
て
、

「
仕
事
が
進
む
に
つ
れ
て
、
考
え
る
事
が
増
え
る
中
、
一

緒
に
学
ん
だ
仲
間
も
同
様
に
考
え
て
い
た
事
が
見
え
、

２
年
目
に
向
け
て
の
い
い
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。
業
種
・

規
模
は
全
て
異
な
り
ま
す
が
、『
顔
の
見
え
る
仲
間
』
が

出
来
た
事
は
今
後
の
財
産
に
な
る
。」
と
の
お
声
を
頂
戴

し
ま
し
た
。

「仕事への取り組み」について意見交換



大東商工会議所ニュース令和 4 年 4 月 　第　138　号（4）

SDGs 推進企業をご紹介！
　　　　　植田油脂株式会社

SDGs で未来を考える！
SDGs で未来を変える！

植田油脂の Mission　～持続可能な社会 未来世代のために～

植田社長談
　循環型社会に貢献する企業として、廃食用油の完全リサイクルを実践しております。

「自然との結びつき、人との結びつき」を基本とし「安全・安心・信頼」という理念のもと、
次世代の環境問題という視点より、ISO14001 の精神をベースに回収から販売まで行い、さ
らに関連事業にも積極的に取り組んでおります。豊かな自然・地域社会への共生を図り、
皆様のお役に立つべく、今後とも尽力させていただく所存です。

【植田油脂株式会社】
所 在 地：大東市深野５－４－２２
電話番号：０７２－８７０－３５５５
事業内容：廃食用油（天ぷら油、ラード）のリサイクル及び販売

代表取締役
植田　良次氏

今後も SDGs を推進する企業の
取り組みを紹介してまいります。



大東商工会議所ニュース（5）　第　138　号 令和 4 年 4 月

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
発
掘
フ
ェ
ア
２
０
２
１
を
開
催

　

１
月
26
日
、
27
日
の
２
日
間
、「
エ
デ
ィ
オ
ン
ア
リ
ー

ナ
大
阪
」
に
て
多
種
多
様
な
183
企
業
団
体
が
集
結
。

２
日
間
で
計
４
，４
２
５
名
の
方
々
に
来
場
頂
い
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、

初
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
開
場
式
は
中
止
、
無
人
展
示

の
企
業
も
あ
り
ま
し
た
が
、
徹
底
し

た
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
、
自
社
Ｐ

Ｒ
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
が
行
わ

れ
た
。

　

当
所
よ
り
出
展
さ
れ
た
事
業
所

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

・
コ
ム
・
ラ
ボ
㈲　

・
㈱
サ
ツ
マ
超
硬
精
密

・
相
互
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ォ
ー
ム
㈱

・
Ｔ
ｏ
ｍ
ｏ
ｋ
ｏ

・
野
崎
工
業
㈱

売
り
メ
ッ
セ
取
引
商
談
会
in
東
大
阪
を
開
催

　

百
貨
店
や
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、
卸
売
企
業
な
ど
の
仕

入
担
当
者
に
自
社
製
品
を
売
り
込
む
逆
見
本
市
「
売
り

メ
ッ
セ
取
引
商
談
会
in
東
大
阪
」
が
１
月
21
日
「
ク
リ

エ
イ
シ
ョ
ン
・
コ
ア
東
大
阪
」
に
て
開
催
さ
れ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
商
談
に
至
っ
た

ケ
ー
ス
も
あ
れ
ば
、
商
談
成
立
に
は

至
ら
な
か
っ
た
が
、
自
社
の
長
所
と

短
所
を
知
る
良
い
機
会
に
な
り
、
来

年
も
参
加
し
た
い
な
ど
の
声
を
い
た

だ
い
た
。

　

当
所
よ
り
出
展
さ
れ
た
事
業
所

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

・
コ
ム
・
ラ
ボ
㈲

・
総
合
折
込 

一
広
社

・
㈲
ポ
プ
ラ
ス

SDGs セミナーを開催しました  

｢ あなたの SDGs 教えてください！ ｣ に ご応募ありがとうございます。

・大学等との共同開発、共同事業の取り組み（学生の教育への貢献）

・LED 照明の全館使用。ＣＯ２を削減し、エネルギー効率の改善

・新たなブランドを立ち上げ、耳の不自由な方が活躍できる場の提供

・毎週木曜日、始業前に社屋周辺の清掃活動

・名刺を中心に環境保全を目的としたエシカル紙の活用

・コルクの廃材を粉砕して、コルクシートやコルクボードにリサイクル

・学校、文化施設と協力しながら苗木の植樹

『会員企業の取組事例』をご紹介します

　　～未来を待つのではなく、
　　　　　未来を創り出すストーリーを描こう～

　当所は SDGs についての取り組みに今後とも
一層の充実を図り、地域企業の皆様と SDGs の
推進を図ってまいります。

三浦氏による SDGs セミナーの様子

　1 月 25 日、28 日に SDGs セミナーが 18 名の
参加者を得て開催されました。
　講師は（社）日本 SDGs 協会の三浦理事、そ
して当所職員の藤﨑より、25 日は SDGs の成り
立ちと全体像の把握、また自社が解決できそう
な社会課題を見つけていくワークなどが行われ
ました。28 日は、社会的価値と経済的価値の融
和を学び、そして各社より自社のできることに
ついての発表が行われました。各社はそれぞれ
社会課題に対するアプローチを検討され、プレ
ゼンテーションを実施してくださいました。

まだまだ
お待ちして
おります。

あなたの取り組
み事例を教えて
ください！
コチラから。

あなたの『Ｓ
エ ス デ ィ ー ジ ー ズ

ＤＧｓ』教えてください！
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2023 年 10 月にインボイス制度導入予定
適格請求書（インボイス）発行事業者の
　　　　　　　 登録申請が始まっています

●売手が買手に対して、適用税率や消費税額等を伝えるもので、現行の請求書に「登録番号」
　「適用税率」「税率ごとに区分した消費税額等」を追記したもの。

消費税軽減税率・インボイス制度電話相談センター
インボイス制度に関する一般的なご相談は、国税庁コールセンターへ

【専用ダイヤル】０１２０－２０５―５５３（無料）
【受付時間】９：００～１７：００（土日祝除く） インボイス制度

コールセンター詳細
インボイス制度

特設サイト

自社がインボイスを発行しないと、販売先が取引を見直す！？
自社がインボイスを発行しないと、販売先は仕入税額控除ができないので、販売先
が取引を見直す可能性があります

仕入先がインボイスを発行しないと、自社の税負担が増加！？
仕入先からインボイスを入手できないと、自社は仕入税額控除ができないので、
自社の税負担の増加につながる可能性があります

（記載事項）
　① 発行事業者の氏名・登録番号
　② 取引年月日
　③ 取引内容（軽減税率対象品目はその旨）
　④ 税率ごとの合計の対価の額と適用税率
　⑤ 税率ごとに区分した消費税額等
　⑥ 交付を受ける事業者名

●制度導入が予定される２０２３年１０月１日からインボイスを発行する場合、原則として
　２０２３年３月３１日までに税務署長に登録申請書を提出し、インボイス発行事業者としての
　登録と、登録番号の通知を受ける必要があります。　

1. 適格請求書（以下、インボイス）とは

２．インボイス制度が始まるとどうなるの？

 法人の場合は T ＋法人番号、
 それ以外の場合は T ＋ 13 桁の数字　

３．登録申請を検討するためのフローチャート
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試験の詳細や申込については、東京商工会議所検定試験情報ホームページよりご確認ください。

【お問合わせ】東京商工会議所 検定センター　TEL：０３－３９８９－０７７７

	 検定試験名	 試験回	 申込期間	 試験期間	 団体登録期間
	 カラーコーディネーター検定試験
	（アドバンス、スタンダード）	 第 52回	 5/25（水）	 7/1（金）	 ４/25（月）

	 ビジネス実務法務検定試験（2・3級）	 第 51回	 ～	 ～	 ～

	 ビジネスマネジャー検定試験	 第 15回	 6/3（金）	 7/19（火）	 5/13（金）

	 福祉住環境コーディネーター検定試験
	（2・3級）	 	 第 48回	 6/15（水）	 7/22（金）	 5/23（月）

	 BATIC（国際会計検定）	 第 43回	 ～	 ～	 ～

	 環境社会検定試験（eco 検定）	 第 32回	 6/24（金）	 8/8（月）	 6/3（金）

	 検定試験名	 試験回	 申込期間	 試験期間	 団体登録期間
	 カラーコーディネーター検定試験
	（アドバンス、スタンダード）	 第 53回	 9/13（火）	 10/21（金）	 8/22（月）

	 ビジネス実務法務検定試験（2・3級）	 第 52回	 ～	 ～	 ～

	 ビジネスマネジャー検定試験	 第 16回	 9/22（木）	 11/7（月）	 9/2（金）

	 福祉住環境コーディネーター検定試験
	（2・3級）	 	 第 49回	 10/5（水）	 11/11（金）	 9/12（月）

	 BATIC（国際会計検定）	 第 44回	 ～	 ～	 ～

	 環境社会検定試験（eco 検定）	 第 33回	 10/14（金）	 11/28（月）	 9/22（木）

	
	 	
	 検定試験名	 試験回	 申込期間	 試験日	 団体登録期間

	 ビジネス実務法務検定試験（1級）	 第 52回	 11/1（火）	 	 10/17（月）
	 	 	 	 ～	 12/4（日）	 ～
	 福祉住環境コーディネーター検定試験（1級）	 第 49回	 11/10（木）	 	 10/28（金）

仕事に役立つ実践的な色彩の
知識を学ぶことのできる検定
試験

高齢者や障がい者に住みやす
い住環境を提案するアドバイ
ザー。福祉・建築・医療の幅広
い知識を身につけます。

管理職に必須のマネジメント
の基礎を学びます。

複雑・多様化する環境問題に
ついて、総合的な基礎知識を
バランス良く身につける検定
試験

業務上のリスクを未然に察知し、法的に
チェックし、問題点を解決に導く法律
知識をバランスよく効率的に学びます。

ビジネスの共通言語である会計知識を英
語で身につけます。

■ 2022 年度　検定試験のスケジュール■

東商検定（IBT・CBT）　2022年度・第1シーズン

東商検定（IBT・CBT）　2022年度・第2シーズン

【CBT方式】ビジネス実務法務検定試験１級・福祉住環境コーディネーター検定試験１級

●　ＩＢＴ方式：インターネットを通じてご自身のパソコンで受験する試験方式
●　ＣＢＴ方式：テストセンターのパソコンで受験する試験方式
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青
年
部
だ
よ
り

部
会
だ
よ
り

　

臨
時
総
会
「
青
年
部
規
則
改
正
案
を
承
認
」

　

１
月
25
日
（
火
）
に
第
２
回
臨
時
総
会
を
割
烹 

秀
と
Ｚ
ｏ

ｏ
ｍ
と
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
行
わ
れ
、
上
程
さ
れ
た
青

年
部
規
則
改
正
案
が
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

青
年
部
の
運
営
を
円
滑
に
行
う
た
め
、
直
前
会
長
に
関
す

る
内
容
を
追
加
す
る
他
、
外
部
監
事
を
任
命
可
能
に
す
る
こ

と
や
、
会
費
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
観
点
か
ら
、
今
回

規
則
を
改
正
い
た
し
ま
し
た
。

　

１
月
例
会　
「D

aito Talk

～
え
え
話
～
」

　

臨
時
総
会
終
了
後
引
き
続
い
て
１
月
例
会
「D

aito T
alk

〜
え
え
話
〜
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

現
在
も
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
が
あ
る
中
、
こ
の
様

な
時
代
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
メ
ン
バ
ー
が
培
っ
て
こ
ら
れ
た

【
経
験
】【
考
え
方
】【
ノ
ウ
ハ
ウ
】【
成
功
体
験
】【
好
転
し
た

タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
】
を
メ
ン
バ
ー
で
共
有
し
、
青
年
部

全
体
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
波
及
効
果
を
も
た
ら
し
、
事
業
、
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
に
活
か
し
て

欲
し
い
と
い
う
目
標
で
、

現
地
及
び
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
の

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
開
催
し

ま
し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
の
貴
重
な
体

験
話
や
影
響
を
受
け
た
人

の
言
葉
を
聞
く
こ
と
が
で

き
、
ま
た
自
分
の
ル
ー
ツ

を
再
確
認
す
る
良
い
キ
ッ

カ
ケ
に
も
な
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

日
本
商
工
会
議
所
青
年
部

　
　

全
国
大
会
に
て
『
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
宣
言

　
　
　

２
０
２
１
』
の
発
表
及
び
政
策
提
言
書

　
　
　
　

の
手
交
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

２
月
26
日
（
土
）「
第
41
回
全
国
大
会
Ｓ
Ｅ
Ｔ
Ｏ
の
都
香

川
た
か
ま
つ
大
会
」
の
式
典
内
に
て
吉
川
会
長
よ
り
『
サ

ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
宣
言
２
０
２
１
』
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

世
界
的
に
必
要
と
さ
れ
る
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
を

目
指
し
て
、
商
工
会
議
所
に
お
け
る
渋
沢
栄
一
翁
と
の
繋

が
り
や
、全
国
大
会
の
テ
ー
マ
と
の
関
わ
り
な
ど
か
ら
『
サ

ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
宣
言
２
０
２
１
』
の
発
表
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
吉
川
会
長
か
ら
三
村
会
頭
へ
の
政

策
提
言
書
の
手
交
式
が
、
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

中
小
企
業
の
生
の
声
を
届
け
る
べ
く
、政
策
提
言
書
の
テ
ー

マ
に
関
し
て
、
全
国
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
か
ら
頂
い
た
ア

ン
ケ
ー
ト
を
基
に
、
み
ん
な
の
政
策
提
言
委
員
会
に
て
精

査
し
決
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
内
容
を
よ
り
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
す
る
た
め
に
関
係
各
省
庁
や
事
務
局
に
も
協
力
い

た
だ
き
な
が
ら
、
提
言
書
が
完
成
い
た
し
ま
し
た
。

メンバーの貴重な体験話や考え方を
聞くことができました

式典内で『サスティナブル宣言 2021』が発表されました

吉川日本 YEG 会長（左）から日本商工会議所三村会頭（右）
へ政策提言書を手交

金
融
・
サ
ー
ビ
ス
部
会  

ビ
ジ
ネ
ス
講
演
会

　

令
和
４
年
３
月
８
日
（
火
）、
金
融
・
サ
ー
ビ
ス

部
会
の
主
催
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
講
演
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
２
年
ぶ
り
と
な
る
今
回
は
、
感
染
対
策
を
十
分

に
講
じ
た
上
で
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
の
形
を
取
り
、

会
場
・
オ
ン
ラ
イ
ン
合
わ
せ
て
約
70
名
の
方
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
度
は
講
師
と
し
て
、
株
式
会
社
双
日
総

合
研
究
所 

チ
ー
フ
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
吉
崎 
達
彦
氏
を

お
招
き
し
、
テ
ー
マ
を
「
２
０
２
２
年
の
日
本
経
済

展
望
」
と
し
て
の
講
演
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
講
演
で
は
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

で
の
日
本
経
済
の
動
向
を
展
望
い
た
だ
き
、
世
界
情

勢
、
特
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
を
切
り
口
と
し

て
、
国
内
で
は
雇
用
や
産
業
形
態
等
か
ら
日

本
経
済
成
長
の
た
め
の
課
題
を
検
討
い
た
だ

き
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
様
に
と
っ
て
は
、「

確
実
な
予
測
不
確
実
性
」
到
来
を
チ
ャ
ン
ス

と
捉
え
、
今
後
自
社
の
経
営
に
お
役
立
て
い

た
だ
け
る
良
い
機
会
と
な
っ
た
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
。

講演された吉崎 達彦氏
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掲載事業所
募集中！

掲載
無料

会員限定の事業所紹介コーナーです。
一押しメニューや新商品・サービスを PR しませんか？
お申し込みは総務課までご連絡ください。

TEL：072 － 871 － 6511
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一般財団法人　大阪府社会保険協会からのお知らせ

令和４年度　労務事務講習会のご案内 ～総務・人事担当者様のスキルアップ、レベルアップに～

バリエーション豊富な講習テーマを設けて、総務担当者様が基礎知識の習得を図っていただける内容となっております。
◆対　象　大阪府下の厚生年金・健康保険の適用事業所の事務担当の方
◆受講料　協会会員様：無　料
　　　　　非会員様：3,500 円（各講習会）　　
◆場　所　大阪府社会福祉会館　
◆時　間　午後 2 時 30 分～午後 4 時 30 分　　
◆定　員　100 ～ 120 名　　
◆講　師　社会保険労務士　後藤田　慶子氏
　　　　　　山口　介衣子氏・高田　千春氏

【お問合せ・申込先】    　　　　  
　一般財団法人　大阪府社会保険協会　TEL:06-6445-3013
　〒 550-0003　大阪市西区京町堀 1-3-13 辰巳ビル 2 Ｆ
　　　　                                詳しくは、   大阪府社会保険協会　

	 開催月	 講習会テーマ	 内　容
	 5月	 労災・雇用保険を知ろう	 ～しくみと年度更新～
	 6月	 健康保険・厚生年金保険を知ろう	 ～しくみと算定基礎届～
	 7月 ･8月	 労働・社会保険の実務	 ～入退社の手続きと給付～
	 9月	 労働基準法を知る	 ～法律の理解と実務対応～
	 10月	 年末調整の基礎を学ぼう	 ～計算の実務～
	 11月 ･12月	 公的年金のしくみを知ろう	 ～しくみと給付～

	 事業の種類	 令和４年４月～９月	 令和４年１０月～
	 	 労働者	 3／1000	 労働者	 5／1000
	 一般の事業	 事業所	 	6.5／1000	 事業所	 8.5／1000
	 	 全　体	 9.5／1000	 全　体	 13.5／1000
	
農林水産業及び

	 労働者	 4／1000	 労働者	 6／1000
	
清酒製造業

	 事業所	 7.5／1000	 事業所	 9.5／1000
	 	 全　体	 11.5／1000	 全　体	 15.5／1000
	 	 労働者	 4／1000	 労働者	 6／1000
	 建設業	 事業所	 8.5／1000	 事業所	 10.5／1000
	 	 全　体	 12.5／1000	 全　体	 16.5／1000

詳しい年間スケジュール表はこちら➡

令和４年３月分（４月納付分）からの
協会けんぽ大阪支部の保険料率をお知らせします

令和４年２月分（３月納付分）まで 　　令和４年３月分（４月納付分）から

１０. ２９％　　　　　１０. ２２％

１. ８０％　　　　　　１. ６４％
※40 歳から 64 歳までの方（介護保険第 2 号被保険者）には、

　健康保険料率に全国一律の介護保険料率が加わります。

【お問い合わせ】全国健康保険協会（協会けんぽ）

　　　　　　　　大阪支部　電話：06-7711-4300

　　　　令和４年度雇用保険料率が
　　　　　　　　２段階で引き上げ予定です
　　　　　　　　　　　　　　　　（令和 4 年 3 月 27 日現在）

健康保険料率

介護保険料率



新入会員のご紹介ありがとうございました。
　　マー坊の店　様
　　（株）ソリデンテ　様
　　昌志工業　様
未掲載の新入会員をご紹介いただきました。
　　中島会計事務所　様

大東商工会議所ニュース（11）　第　138　号 令和 4 年 4 月

新入会員のご紹介をお願いします
地域企業間での情報交換や交流にとどまらず、地域としての連携を図るためにも、ご近所やお知り合いで
当所未加入の事業所がございましたら、ご紹介下さいますようお願い申し上げます。

令和 4 年 1 月 1 日から 2 月末日までにご入会いただいた皆様です。（敬称略・加入順・希望者のみ掲載）
※ 令和 4 年 3 月 1 日以降のご入会については次号にてご紹介します。

		 事　業　所　名	 代　表　者	 所　在　地	 業　　　　種	 部会	紹介
 みどりハウジング（株） 河　波　　　清 大東市御供田 1-18-11 不動産業 金サ

 杉原設備 杉　原　勝　誠 大東市三箇 4-8-1-106 号 管工事業 建設

 カラオケ酒場　銀 村　松　末　子 大東市深野 3-1-7 カラオケ酒場 環衛

 （株）神戸工業 神　戸　盛　吉 大東市氷野 4-7-43  機械器具設置業 建設

 
（同）wsTer 三　島　奨　輝 大東市野崎 3-4-20-302

  web デザイン制作・Instagram

    運用サポート・総合広告代理店 
金サ

 カラオケ九重 西　田　芳　江 大東市赤井 2-2-11 居酒屋カラオケ 環衛

 OKAtec 岡　崎　章　太 大東市三箇 5-4-43 管工事業 建設

 史工務店（株） 中　島　史　裕 大東市野崎 3-10-16 総合建設業 建設

 （有）ヤナギ工芸 柳　田　茂　彦 大東市三箇 2-2-10 溶接業 第一

 アトリエカンタ 新　井　良　子 東大阪市豊浦町 11-7 錫製品の製造・販売 金サ

 Nail rowàl 江　村　綾　菜 大東市灰塚 4-6-70 ネイルサロン 環衛

 池川商店 池　川　敏　子 大東市中垣内 4-2-14 飲食料品小売業 商業

 TASUKI 四　本　順　也 大東市大野 1-10-21 外壁補修・防水工事業 建設

 
癒し処　nerine 高　倉　弥　紀

 大東市大野 1-5-27 

   ラ・メゾンブランシェ 301 
リラクゼーションサロン 金サ

 管清工業（株）　大阪支店 廣　瀬　孝　雄 大東市新田旭町 1-12 下水道管路維持管理業 建設

 うどん処　龍太郎 大　内　龍　太 大東市南郷町 6-2 うどん屋 環衛

ご入会いただいた皆様、ありがとうございました。

第 22 回 会員親善ゴルフ大会　

 日　時： 令和 4 年 5 月 20 日（金）
  午前 8 時 2 分スタート
 場　所： 阪奈カントリークラブ
 締　切： 令和 4 年 4 月 20 日（水）
 定　員： 25 組 100 名
　　　　  （定員に達し次第、締切）詳細はコチラ

参加者
募集中



大東商工会議所ニュース令和 4 年 4 月 　第　138　号（12）

事業復活支援金

第 10 期　飲食店等に対する営業時間短縮協力金

　令和 4年３月１日（火）
　　　　　　　～令和４年４月１８日（月）

　令和 4年 1月 31日（月）
　　　　　　～令和 4年 5月 31日（火）

コロナの影響を受けた事業の継続・回復を支援

中小法人等　上限最大 250 万円
個人事業主等　上限最大 50 万円
基準期間 ※1 の売上高－対象月の売上高 ×5 か月分
※1　平成 30 年 11 月～平成 31 年 3 月 / 令和 1 年 11 月～
　　令和 2 年 3 月 / 令和 2 年 11 月～令和 3 年 3 月のいずれか　
　　の期間 （基準月を含む期間であること）

●給付上限額●

※ 2　基準月を含む事業年度の年間売上高

新型コロナウイルス感染症の影響を受けた事業者
かつ

令和 3 年 11 月～令和 4 年 3 月のいずれかの月
（対象月）の売上高が、平成 30 年 11 月～令和 3
年 3月の間の任意の同じ月（基準月）の売上高と
比較して、50％以上または 30％以上 50％未満減
少した事業者
	 ●対象月中に地方公共団体による時短要請等に応じ	
	 	 ており、それに伴う協力金等を受給する場合は、
	 	「対象月中に時短要請に応じた分」に相当する額を	
	 	 対象月の事業収入に加えます
	 	（給付額の算定においても同じ）。

	
売上高

	 	 	 法　人
	 減少率	 個人	 年間売上高※2	 年間売上高※2	 年間売上高※2

	 	 	 1 億円以下	 1億円超～ 5億円以下	 5 億円超

	▲ 50％以上	 50 万円	 100 万円	 150 万円	 250 万円
	▲ 30％以上	

30 万円	 60 万円	 90 万円	 150 万円　	50％未満

通常の営業時間、要請期間中の営業時間など
により協力金の支給単価が変わります。

詳細はコチラから➡令和 4年 1月 27日 ( 木 ) ～ 3月 6日 ( 日 ) の間、
営業時間短縮の要請に協力いただいた方への協力金

申請期間

申請期間 給付額

給付対象

支給単価

概　　要


